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エネルギー回収型一般廃棄物処理施設（焼却施設）及び

マテリアルリサイクル推進施設（リサイクル施設）整備の進捗について

１．事業概要
　当組合において現在ごみを処理している一関及び大東清掃センターについて、稼働開始から一関清掃

センターが43年、大東清掃センターが25年経過し、設備・装置の老朽化が進んでいることから、既存

の２つの施設を統合し、新たな施設を整備することとしました。

　新たに整備する施設の概要は以下のとおりです。

所　在　地 岩手県一関市弥栄字一ノ沢地内

施
　
　
設
　
　
概
　
　
要

エネルギー回収型

一般廃棄物処理

施設

（焼却施設）

1）処 理 方 式：焼却方式（ストーカ式）

2）年間処理量：25,069 t／年

3）施 設 規 模：101 t／日（50.5 t／24h×2炉）

4）処理対象物： 可燃ごみ、マテリアルリサイクル推進施設から発生した可燃残渣、

し渣（可燃ごみには大型動物（ニホンジカ、イノシシ、ツキノ

ワグマ等）を含む）

5）エネルギー回収率：14.0 ％以上

※ 事業系の生ごみの一部は、エネルギー回収型一般廃棄物処理施設に設置する

生ごみ堆肥化設備（0.1 t／日）にて処理を行う。

マテリアルリサ

イクル推進施設

（リサイクル施設）

1）処 理 方 法：不燃ごみ・不燃粗大ごみ処理系列：破砕、選別

缶処理系列　　　　　　　　　　：選別、圧縮

ペットボトル処理系列　　　　　：選別、圧縮梱包

プラスチック資源処理系列　　　：選別、圧縮梱包

2）年間処理量： 不燃ごみ1,000 t／年、不燃粗大ごみ299 t／年、缶197 t／年、

ペットボトル222 t／年、プラスチック資源621 t／年

3）施 設 規 模： 13.0 t／5h（不燃ごみ・不燃粗大ごみ処理系列 7.8 t／5h、

缶処理系列1.0 t／5h、ペットボトル資源処理系列1.3 t／5h、

プラスチック資源処理系列 2.9 t／5h）

付帯施設・付帯設備
管理棟、計量棟、資材保管庫、車庫棟、駐車場、資源物ストックヤード、災害

廃棄物ストックヤード

施設整備の進捗状況についてのお知らせ

新処理施設・新最終処分場

のお知らせ
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２．直近の進捗及び現地作業について

造　成　工　事

　エネルギー回収型一般廃棄物処理施設（焼却施設）とマテリアルリサイクル推進施設（リサイクル

施設）の建設地としている一関市弥栄字一ノ沢地内において、造成工事を行っております。工事の概要

は以下のとおりです。

工 事 名 称 エネルギー回収型一般廃棄物処理施設等敷地造成工事

工 期 令和６年12月23日 ～ 令和８年６月12日

契 約 金 額 770,000,000円（税込）

受 注 者 株式会社千葉建設・株式会社平野組特定共同企業体

主 な 工 事 内 容

•敷地造成　 土工、法面工、ブロック積工、排水構造物工、敷砂利　ほか

•進 入 路　土工、地盤改良工、擁壁工、排水構造物工、舗装工　ほか

•調 整 池　ブロック積工、立入防止柵工　ほか

•函 渠 工　箱型函渠１基

•護 岸 工　ブロック積工　ほか

工 事 箇 所

写真：造成工事を進めている箇所（弥栄）（左：令和７年２月　右：令和８年１月）
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事業者の選定

　エネルギー回収型一般廃棄物処理施設（焼却施設）とマテリアルリサイクル推進施設（リサイクル

施設）の整備・運営を行う事業者を次のとおり決定しました。

　今後は契約手続きを経て、令和８年度より順次施設建設に向け事業を進めて参ります。

事 業 者 の 構 成

（建設）【代表企業】株式会社タクマ東京支社（東京都港区）

日本国土開発株式会社北東北営業所（盛岡市）

株式会社佐々木組（一関市）

（設計）株式会社大建設計東北事務所（仙台市）

（運営）株式会社タクマテクノス（東京都港区）

落 札 金 額
378億2,900万円（税込）

（うち、建設費233億6,400万円、運営費144億6,500万円）

事 業 者 の 業 務

及 び 期 間

設計・建設業務　　：令和８年４月から令和12年７月末まで

運営・維持管理業務：令和12年８月から令和32年７月末まで（20年間）

供用（施設稼働）

開 始 予 定 日
令和12年８月１日

１．事業概要

　当組合では、平成10年3月に竣工した舞川清掃センター及び昭和58年3月に竣工した東山清掃セン

ターにおいて焼却残渣などの最終処分を行っています。

　いずれの最終処分場も埋立容量が少なくなっていることから、新たな施設を整備することとしました。

新たな一般廃棄物最終処分場の概要は以下のとおりです。

所　在　地 岩手県一関市千厩町千厩字北ノ沢地内

施
　
設
　
概
　
要

一般廃棄物最終

処分場

1）施設の種類：オープン型最終処分場

2）埋 立 容 量：約126,800 ㎥（第１期：80,600 ㎥、第２期：46,200 ㎥）

3）埋 立 期 間：25年（第１期：15年、第２期：10年）

4）埋立対象物：一般廃棄物（焼却残渣、不燃残渣及び不燃物）

5）浸出水処理施設：処理規模　135 ㎥／日

　　　　　　　　　浸出水調整槽　2,000 ㎥

一般廃棄物最終処分場整備の進捗について
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詳しくは、組合ホームページをご覧ください。

今後とも皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

■問合せ先　一関地区広域行政組合　総務管理課

　　　　　　〒021-8501 一関市竹山町7-2　TEL 21-2111　内線8751　FAX 31-3224

　一関地区広域行政組合ホームページ　URL https://www.city.ichinoseki.iwate.jp/kouiki-gyousei/

２．直近の進捗及び現地作業について

立 木 の 伐 採

　一般廃棄物最終処分場の建設予定地としている一関市千厩町千厩字北ノ沢地内において、立木の伐採

を行っております。業務の概要は以下のとおりです。

業 務 名 称 新一般廃棄物最終処分場立木伐採等業務委託

作 業 期 間 令和８年１月５日 ～ 令和８年３月27日

契 約 金 額 62,205,000円（税込）

受 注 者 株式会社小野寺林業

主 な 業 務 内 容 建設予定地内における立木伐採・搬出等

今後のスケジュール

　一般廃棄物最終処分場の今後のスケジュールは以下のとおりです。

項　　目 令和7年度 令和8年度 令和9・10年度 令和11年度

立 木 の 伐 採

造 成 工 事

建 設 工 事

稼 働 開 始 時 期 R11.10 ★

　ご家庭に配布されるごみ収集カレンダー、粗大ごみや

家電などを含むごみの分別方法をお手元のスマートフォン

やタブレットで手軽に確認できるアプリです。その日

出せるごみを通知することもできます。
日本語版

Android iOS

一関市・平泉町で使えるごみ分別アプリを配信中です！一関市・平泉町で使えるごみ分別アプリを配信中です！


